
★ ペルセウス座流星群
りゅうせいぐん

が極大
きょくだい

(※)！ 

★ みなみのかじぼし（南の舵星）  【星の和名
わ め い

のお話
  はなし

】  

      令和４年８月１日 

 
 
 
 

 ８月中 旬
ちゅうじゅん

の夜
よる

９時
じ

頃
ころ

、南
みなみ

の空
そら

の高
たか

くには《夏
なつ

の大三角
だいさんかく

》が見
み

え

ています。《夏の大三角》は、３つの１等
とう

星
せい

（「はくちょう座
ざ

」のデ

ネブ、「こと座」のベガ、「わし座」のアルタイル）を結
むす

んでできる、

夏の夜空
よ ぞ ら

の目印
めじるし

です。「はくちょう座」は、十
じゅう

字形
じ が た

に並
なら

んだ星
ほし

を、

翼
つばさ

を広
ひろ

げて飛
と

ぶ白鳥
はくちょう

に見立
み た

てた星座
せ い ざ

で、デネブは「はくちょう座」

の尾
お

に位置
い ち

します。デネブはアラビア語
ご

で「めんどりの尾」を意味
い み

する言葉
こ と ば

の「尾」を意味する部分
ぶ ぶ ん

に由来
ゆ ら い

する名前
な ま え

です。このため、

「くじら座」や「いるか座」、「わし座」などの他
ほか

の動物
どうぶつ

の星座でも、

星の名前の一部
い ち ぶ

に「デネブ」という言葉が使
つか

われている例
れい

がありま

す。「こと座」は、ベガのすぐ東側
ひがしがわ

の星と、その下
した

の平行
へいこう

四辺形
しへんけい

に並ぶ４つの星を、竪琴
たてごと

の形
かたち

に見立てた星座

で、ベガはアラビア語
ご

で〈降
お

り立
た

つ鷲
わし

〉という意味です。「こと座」なのに鷲とは不思議
ふ し ぎ

に思
おも

うかもしれませ

んが、ベガを頂点
ちょうてん

としたV の字
じ

を横倒
よこだお

しにした形「＞」を、翼をたたんで降りてくる鷲の姿
すがた

に見立てたこと

に由来します。「わし座」は、「こと座」の南に位置し、アルタイルを中心
ちゅうしん

とする周
まわ

りの星を「翼を広げて空を

飛ぶ鷲」に見立てた星座で、アルタイルはアラビア語で〈飛ぶ鷲〉という意味です。ベガとアルタイルは、前々回
ぜんぜんかい

に紹介
かい

したとおり、ベガが七夕
たなばた

の「織姫
おりひめ

」、アルタイルが「彦星
ひこぼし

」として親
した

しまれていますが、天
あま

の川
がわ

を挟
はさ

ん

で向かい合う
む   あ  

位置にあるため、世界
せ か い

各地
か く ち

で夫婦
ふ う ふ

などに見立てた、対
つい

になる星として考
かんが

えられています。 

 
 
 

 「さそり座」のすぐ東に位置し、星の並び

で目
め

を引
ひ

くのが、「北斗
ほ く と

七星
しちせい

」を小
ちい

さくしたよ

うな「南斗六
なんとろく

星
せい

」です。「南斗六星」は「北斗

七星」と同様
どうよう

に、その形が 杓
ひしゃく

に例えられ、

海
うみ

に面
めん

した北陸
ほくりく

や瀬戸内
せ と う ち

の地方
ち ほ う

では、和船
わ せ ん

の

舵に見立て「舵星」と呼
よ

ばれました。富山県
とやまけん

の氷見
ひ み

地方では「北斗七星」と「南斗六星」

を、「北
きた

の舵星」「南の舵星」と言
い

い、石川県
いしかわけん

の能登
の と

地方では「北の大舵
おおかじ

」「南の小舵
こ か じ

」と呼んでいたそうです。 
 
 
 
 
 

 流星（流れ星
なが  ぼし

）は彗星
すいせい

の放出した
ほうしゅつ   

塵
ちり

が地球
ちきゅう

の大気
た い き

に衝突
しょうとつ

して

光る
ひか  

現象
げんしょう

です。今年
こ と し

のペルセウス座流星群は８月 13 日のお

昼
ひる

10 時頃に極大
きょくだい

となります。目立
め だ

って多
おお

くの流星を見ること

ができるのは、11 日の夜～13 日の夜までの３夜
や

ほど。13日

の夜明
よ あ

け近く
ち か  

に最
もっと

も多くの流星が見られ、予想
よ そ う

では１時間に

30個
こ

程度
て い ど

です。今年の極大の頃は、月明
つきあか

りが明
あか

るい（12 日が

満月
まんげつ

）ので、目で見える流星の数
かず

が少
すく

なめですが、明るい流星

も出現
しゅつげん

するので、空の広い範囲
は ん い

を見わたすようにして、観察
かんさつ

してみましょう。 

※ 流星群で最も多くの流星が降
ふ

ること（またはその時期
じ き

のこと）を「極大」と呼びます。 
 
☆ ８月のプラネタリウムの内容につきましては、別刷りの「投影案内」をご覧ください ☆ 

☆ プラネタリウムのお休み ８／１(月)、８(月)、１２(金)、１５(月)、１７(水)、２２(月)、２９(月) 

☆ 新型コロナウイルス感染症対策で、入場定員を減らして投影しています。 

 

 ★ 今月
こんげつ

の星
ほし

もよう ★ 
 

豊川市ジオスペース館 

８月１３日未明東側の空 

図はステラナビゲーター11を用いて作成 

わし座 

夏の大三角 

こと座 

はくちょう座 

南斗六星 北斗七星 
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★  ８月上旬の主な天文現象  
 

 

 

 

 

 

★  国際宇宙ステーション (豊川での主なデータ  ８ /1～ 15) ※下記時刻は、予想値です 

  

◇  ８月 １日（月） [ 見やすさ ◎ ]   ２１：１２ 北西  ～  ２１：１７ 東南東  

◇  ８月 ２日（火） [ 見やすさ ◎ ]   １９：２４ 北北西 ～  １９：３０ 東南東 

◇  ８月 ３日（水） [ 見やすさ ◎ ]   ２０：１２ 西北西 ～   ２０：１６ 南 

◇  ８月 ４日（木） [ 見やすさ ◎ ]   １９：２３ 北西  ～   １９：３０ 南東 

 

 ２日（火） 火星
か せ い

と天王星
てんのうせい

が接近
せっきん

 

４日（木） 旧七夕
きゅうたなばた

 

５日（金） 🌓 上弦
じょうげん

 

７日（日） 立秋
りっしゅう

 

豆知識：国際宇宙ステーション（ISS）は、明るい星が動ているように見えます。 

飛行機のような赤緑ランプの点滅はありません。 

１２日（金） 月と土星
ど せ い

が並
なら

ぶ、〇 満月
まんげつ

  

１３日（土） ペルセウス座流星群
りゅうせいぐん

が極 大
きょうくだい

  

１５日（月） 月と木星が接近、土星が衝
しょう
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